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設計監理： OC10000 
担当： 00000 

己、

2 re: 板の間より
板虹碕這む

出人口は出
窓の巾と墳い
っており. Pie. 
よる閉信は不可
熊となっている

i

釘臼板の問より
納戸を鴎む

註計主后
住住宅の立北は市街岨と崖村地区の丁置裟拷に位置して

おり特に防火地域等に指定されない比較的ねやかな、ゆっ
たりとLた只壇にある. L/J• L因辺の住宅ほその地蚊11}!1!,
型的な晨寂火9イルをとる．オーナ ー の家抜檎成ほ老A. 1 
人と這に大7 ,d午生、凸校生、中学生（しずれも日子）
if) 6 A塚菓：で｀とさたま親族0名達が集土ると\, うことで
あった．費金的な面から夏求室の所烹面積を極閻J.llする
必夏に迫られたため、貴立は汲小隕寝るAだけの機能を受
け持t..:せ動日常は共��活を打提とし、その代わり9昼＋
3暑で12丑として謙能するよりに2畳分を掘矩経とした
即的な交滋年間を設け｀毘根を軽快にするこl:.で件徴＊
出すことに心掛けた日中塚に店る老紺·}.. l:. 主峰の様，

祝い・う見地からL�,也下を],200巾としてゆとりを＃た
も三男の情極教百としう見控から，近未来に長男及び次

が使うであるうとチ想される匹を杖敷きの広問として
解放．している．広間は一荀的に家具セ間仕切として2人分
の寝間を精録でさる.tうに計画さi"L-Cいるが．いずれも完
全な僧室となることを讃って三男の恒室（坂壁の間）です
ら完全には密室化L得なし·-符来長男が結婿した院には2
泡が叙昂, I階が老夫翅·(7.) 専右空問となろう”乱在留守
務ちた兵昂と次男にとって. I陪平安の問は恰好な寛ぎ空
問であり、2閉広間は=� の匹連の醒亡り湯面下は老
母｝、の運の場として襲配していも但l... 費金戴から
ォ ー ナ ー 手ずからの作業も多く り 今もばいていふ
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這物概賽

［苺物名�]

［免注者］

［用 途］

L所在地］

[IUl1直］

基本餃

実泣歪計

工］

訟家住宅

訟

償At:i:宅

CO凧OO rtiOO町00

OCO'.XXJ 

C:0::00 

co:::oo 

松崎工務店

［規 模］

構 幻 木造

＂ 数 比上2沿

敷地直積 00(). 08 � 

歪積 106.39 ari 

延床面覆 L81.4.2 m

［総工事費1 1.)110000 円

［設計期聞） 9弧呼7月~1弼眸10月

［工事期間J l認�J':10月~100咋10)-l

［主な外器仕上］

概 アスフがレトゾンダル葺

屈； 柘丸む＇丑

外 壁 ヲスカ＊卜下地

燐性9イ JI,吹付

ヘ"'Fカッl-仕上

［主た内邸仕上］

内 壁 膝虞仕·.L

2陪寝宝・洗血所→ トイV

は杉板損貼
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